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金
沢
文
庫
本
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威
免
虎
害
事
』
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敷
留
扇
事
』
木
村
明
子
1
〔抄
録
〕
金
沢
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
楊
威
免
虎
害
事
・
張
敷
留
扇
事
と
題
さ
れ
た
説
草
二
種
を
翻
刻
・
紹
介
す
る
。
本
書
は
孝
子
伝
を
題
材
に
し
た
と
思
わ
れ
る
唱
導
資
料
で
あ
る
が
、
中
世
の
孝
子
伝
利
用
の
具
体
例
を
示
す
も
の
と
し
て
、
更
に
は
孝
子
伝
受
容
の
在
り
方
や
そ
の
拡
が
り
、
影
響
を
窺
い
知
る
こ
と
の
で
き
得
る
も
の
と
し
て
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
孝
子
伝
楊
威
譚
及
び
、
張
敷
譚
は
本
書
以
外
の
諸
文
献
に
も
散
見
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
文
献
と
の
比
較
等
、
検
討
の
必
要
な
問
題
は
数
多
い
が
、
小
稿
で
は
資
料
の
翻
刻
・
紹
介
に
留
め
る
も
の
と
す
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
"
金
沢
文
庫
本
、
楊
威
、
張
敷
、
孝
子
伝
、
唱
導
略
解
題
こ
こ
に
翻
刻
す
る
の
は
、
金
沢
文
庫
所
蔵
の
、
孝
子
伝
楊
威
譚
及
び
張
敷
譚
を
題
材
と
し
た
、
未
紹
介
の
説
草
二
種
で
あ
る
。
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
み
の
閲
覧
で
あ
る
が
、
表
紙
に
は
「陰
/
楊
威
免
虎
害
事
/
一
/
母
孝
行
事
」
・
「陰
/
悲
母
事
/
一
/
張
敷
留
扇
事
」
と
あ
り
、
本
文
共
表
紙
で
楊
威
免
虎
害
事
は
全
四
丁
(遊
紙
一
丁
)
、
張
敷
留
扇
事
は
全
六
丁
、
鎌
倉
末
期
頃
の
書
写
か
と
思
わ
れ
る
。
本
文
は
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
、
宣
命
風
の
漢
文
表
記
で
、
楊
威
免
虎
害
事
は
毎
半
葉
五
行
、
張
敷
留
扇
事
は
毎
半
葉
六
行
の
本
文
を
持
つ
。
本
書
は
、
寺
院
の
唱
導
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
二
号
(二
〇
〇
四
年
三
月
)
活
動
に
お
い
て
、
実
際
に
法
会
な
ど
で
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
資
料
で
あ
り
、
中
世
に
お
け
る
孝
子
伝
利
用
の
具
体
的
な
例
の
一
端
を
示
す
も
の
と
し
て
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
・
楊
威
免
虎
害
事
は
、
孝
子
伝
の
楊
威
譚
に
取
材
し
た
も
の
で
あ
る
。
早
く
に
父
を
亡
く
し
、
独
り
母
を
養
う
楊
威
が
、
山
で
虎
に
遭
遇
す
る
が
、
自
ら
の
こ
と
よ
り
も
母
の
事
を
案
じ
る
孝
行
な
姿
に
、
虎
は
何
も
せ
ず
去
っ
て
行
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
の
楊
威
の
話
は
、
我
が
国
に
伝
存
す
る
陽
明
本
及
び
、
船
橋
本
孝
子
伝
16
楊
威
を
は
じ
め
、
注
好
選
、
今
昔
物
語
集
、
普
通
唱
導
集
、
内
外
因
縁
集
な
ど
に
も
収
載
さ
れ
て
い
る
。
金
沢
文
庫
本
の
本
文
は
船
橋
本
系
で
あ
る
。
ま
た
、
一
二
九
金
沢
文
庫
本
『楊
威
免
虎
害
事
』
・
『張
敷
留
扇
事
』
(木
村
明
子
)
　
金
沢
文
庫
所
蔵
の
孝
子
伝
断
簡
(納
冨
常
天
氏
『湛
睿
の
唱
導
資
料
に
つ
い
て
二
』
く
<鶴
見
大
学
紀
要
、
第
30
号
、
平
成
五
年
三
月
〉
に
翻
刻
を
収
録
)
に
も
楊
威
の
話
は
残
る
が
、
こ
の
断
簡
の
本
文
は
陽
明
本
系
で
あ
る
。
張
敷
留
扇
事
は
、
孝
子
伝
の
張
敷
譚
に
取
材
し
た
も
の
で
、
張
敷
が
亡
き
母
を
慕
い
、
母
の
形
見
で
あ
る
扇
を
愛
蔵
し
、
取
り
出
し
て
見
る
た
び
に
母
を
思
い
悲
し
ん
だ
と
い
う
話
で
あ
る
。
金
沢
文
庫
本
は
、
張
敷
の
故
事
を
引
い
た
あ
と
更
に
、
対
句
を
多
く
用
い
て
、
亡
親
を
思
う
遺
児
の
悲
し
み
を
表
現
し
た
哀
悼
の
句
を
続
け
て
い
る
。
張
敷
の
話
は
、
陽
明
本
及
び
、
船
橋
本
孝
子
伝
二
五
張
敷
に
収
載
さ
れ
、
注
好
選
や
今
昔
物
語
集
な
ど
の
説
話
集
、
言
泉
集
や
普
通
唱
導
集
、
内
外
因
縁
集
な
ど
の
唱
導
書
に
も
散
見
す
る
。
し
か
し
、
唱
導
書
に
お
い
て
は
、
概
ね
孝
子
伝
の
本
文
が
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
金
沢
文
庫
本
に
は
、
今
昔
物
語
集
と
共
通
し
た
他
書
に
は
な
い
記
述
も
み
ら
れ
る
な
ど
、
説
話
化
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
、
説
話
集
と
唱
導
書
と
を
繋
ぐ
も
の
と
し
て
も
非
常
に
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
。
以
上
、
金
沢
文
庫
本
楊
威
免
虎
害
事
・
張
敷
留
扇
事
に
つ
い
て
概
略
し
て
み
た
。
本
書
に
つ
い
て
は
、
先
に
挙
げ
た
諸
文
献
と
の
比
較
や
本
書
の
文
学
史
的
位
置
付
け
、
唱
導
資
料
に
お
け
る
孝
子
伝
利
用
の
実
態
な
ど
と
い
っ
た
多
く
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、
機
会
を
改
め
て
報
告
し
た
い
。
な
お
翻
刻
に
は
、
二
通
り
の
本
文
を
掲
げ
た
。
一
つ
は
、
で
き
る
だ
け
資
料
に
忠
実
に
活
字
化
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
則
と
し
て
、
改
行
・
返
り
点
等
は
原
文
に
従
い
、
旧
漢
字
は
現
行
の
も
の
に
改
め
た
。
ま
た
、
一
部
に
み
ら
れ
る
中
央
に
付
さ
れ
た
返
点
は
左
側
に
統
一
し
た
。
い
ま
一
つ
の
本
文
は
、
新
た
に
返
り
点
を
施
す
等
、
通
読
の
便
宜
を
考
え
た
も
の
で
あ
る
。
二
ご
○
翻
刻
陰
欝
免
虎
害
事
一
母
孝
行
事
」
(表
表
紙
)
斧
之
導
ハ天
神
地
禳
ヲ
コ
ラ
ウ
モ
感
之
一虎
狼
禽
獣
哀
る
欝
少
躯
懸
.葬
リ
フ
ヲ
独
養
・母
匚
(第
1
丁
表
)
ヲ
ニ
ヌ
ノ
ニ
為
・
取
薪
一入
山
一値
二
一
虎
一
ヲ
キ
已
欲
害
我
一之
時
テ
ニ
ク
向
レ
虎
一云
礬
亀
.藤
廴
[
リ
フ
タ
ル
ヲ
独
養
老
母
匚
(1
丁
裏
)
ニ
ハ
吾
之
外
又
無
下可
・訪
助
之
↓者
上
マ
ヲ
テ
不
・
惜
吾
ー
命
自
ハ
患
ニ
ノ
セ
ム
コ
ト
ヲ
テ
母
死
一
云
テ
ニ
ニ
フ
仰
天
[大
叫
」
(
2
オ
)
辭
む
哀
ヤ駄
ム
含
・
口
一早
去
云
々
」
(
2
ウ
)
陰
悲
母
事一
張
敷
留
扇
事
」
(表
表
紙
)
ニ
ト
シ
ノ
昔
漢
土
張
敷
云
者
テ
ニ
シ
テ
シ
キ
生
一
歳
母
亡
年
至
十
ニ
ニ
ハ
ニ
ハ
ト
歳
一家
人
間
様
人
皆
母
ノ
ア
リ
ハ
ナ
キ
ソ
云
者
我
ナ
ト
母
ク
ノ
ハ
テ
家
人
荅
云
君
母
生
落
キ
テ
即
死
給
故
家
人
受
取
」
(ー
オ
)
養
之
一也
ク
張
敷
又
問
云
我
母
設
雖
去
ト
タ
ル
ヤ
給
一為
我
一留
形
ー
見
ア
ル
カ
タ
ル
ヤ
為
我
一云
置
言
ア
ル
ノ
ヱ
ケ
ル
ヲ
ハ
コ
ノ
家
人
即
扇
画
書
篋
ヨ
リ
シ
テ
ヲ
ノ
底
取
出
此
君
母
ノ
」
(ー
ウ
)
シ
ナ
ム
御
形
見
我
子
長
生
可
ト
テ
ア
リ
シ
与
之
一
遺
言
事
ケ
レ
ハ
テ
ヨ
ト
テ
申
張
敷
得
此
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
二
号
(二
〇
〇
四
年
三
月
)
ヲ
ハ
ノ
カ
ト
テ
扇
一此
ナ
キ
我
母
扇
云
リ
テ
レ
ナ
ル
ニ
取
持
我
何
宿
報
ヨ
テ
カ
ト
ナ
ム
ト
テ
ヲ
無
母
身
成
毎
開
篋
一」
(2
オ
)
ヲ
テ
見
此
扇
一流
涙
一也
常
悲
ノ
ヲ
コ
ソ
不
見
一不
覚
一母
事
思
遣
ラ
レ
候
ケ
レ
ノ
ミ
ハ
ノ
ニ
モ
タ
リ
今
悲
昔
張
敷
猶
勝
ニ
シ
テ
レ
ニ
シ
テ
ル
一
歳
別
三
才
別
ノ
ハ
シ
シ
テ
ヒ
幼
稚
悲
是
同
十
才
問
」
(2
ウ
)
ニ
シ
テ
シ
ム
ノ
ハ
十
五
才
一
悲
別
離
涙
コ
ト
セ
ル
モ
無
替
一為
我
一遺
扇
ニ
ヲ
ナ
シ
寄
何
一思
昔
風
一語
ヲ
ケ
レ
ハ
モ
テ
カ
ニ
有
様
無
家
人
一向
誰
一
臨
ン缶
禦
髦
讃
隠
ク
無
見
一空
見
二
青
塚
之
」
(
3
オ
)
春
薩
嘱
喜
嵩
不
カ
シ
メ
ム
ノ
ミ
ヤ
聞
一只
聞
二
白
楊
之
悲
風
一
凡
皆
有
父
一有
母
一我
身
狐
ソ
ニ
タ
ル
何
共
闕
撫
巻
ルモ砌
影
ルモ盟
ク
リ
ケ
ル
我
親
何
早
去
」
(3
ウ
)
テ
ヲ
テ
ニ
ヲ
誇
歩
栄
路
一昌
開
幸
門
一
テ
モ
テ
ニ
メ
ム
ト
付
悲
母
在
堂
上
一令
一
ゴ
=
金
沢
文
庫
本
『楊
威
免
虎
害
事
』
・
『張
敷
留
扇
事
』
(木
村
明
子
)
ハ
ヲ
ハ
カ
悦
目
一思
食
争
許
カ
ル
ニ
栄
味
可
深
一然
ノ
ハ
一
門
繁
昌
只
遺
恩
之
ナ
リ
カ
ヲ
モ
粧
誰
見
今
悦
心
こ
(4
オ
)
ニ
ノ
ニ
ル
ミ
実
怨
中
至
怨ニ
悲
哉
失
悲
母
一孤
子
之
思
ハ
ム
ニ
非
仏
一者
誰
哀
逝
冥
途
一
亡
親
之
魂
ハ
ム
ニ
非
経
↓者
争
訪
故
抽
一
句
ヲ
信
心
之
誠
一」
(4
ウ
)
栄
報
恩
謝
徳
之
大
善
一
シ
ト
ト
モ
同
追
善
云
聖
霊
カ
シ
何
許
納
受
冥
道
カ
シ
何
許
随
喜
御
ラ
ン
就
中
ニ
十
三
年
ナ
ン
ト
ハ
遥
遠
忌
」
(5
オ
)
ノ
セ
ヲ
ヲ
ホ
ロ
ケ
ニ
モ
人
不
修
一事
候
ソ
」
(5
ウ
)
陰
楊
威
免
虎
害
事
一
=
二
二
母
孝
行
事
ヲ
ハ
モ
ヲ
コ
ラ
ウ
モ
ヲ
孝
行
之
道
天
神
地
祗
感
・之
、
虎
狼
禽
獣
哀
・之
。
ニ
モ
シ
テ
ヲ
リ
フ
ヲ
ヲ
ニ
ヌ
ノ
ニ
ヲ
楊
威
少
年
喪
・
父
独
養
・
母
。
為
・
取
・
薪
入
・
山
、
値
二
虎
⑩
已
欲
・
害
・
我
。
之
キ
テ
ニ
ク
ニ
シ
テ
ル
ニ
リ
フ
タ
ル
ヲ
ニ
ハ
時
向
・
虎
云
、
我
少
年
別
・
父
。
独
養
二
老
母
の
吾
之
外
又
無
二
可
・
訪
・
助
・
之
マ
ヲ
テ
ノ
セ
ム
コ
ト
ヲ
テ
テ
ニ
ニ
フ
ヲ
ト
ヤ
ケ
ム
者
の
不
・
惜
二
吾
i
命
議
只
患
二
母
死
一
云
、
仰
・
天
大
叫
。
虎
聞
・
之
哀
思
。
含
・
口
早
去
云
々
。
陰
悲
母
事一
張
敷
留
扇
事
ニ
ト
シ
ノ
テ
ニ
シ
テ
シ
キ
ニ
ニ
ハ
ニ
ハ
ト
昔
漢
土
張
敷
云
者
、
生
一
歳
母
亡
。
年
至
二十
歳
一家
人
間
様
、
人
皆
母
云
ノ
ア
リ
ハ
ナ
キ
ソ
ク
ノ
ハ
テ
キ
テ
者
。
我
ナ
ト
母
。
家
人
荅
云
、
君
母
生
落
即
死
給
。
故
家
人
受
取
養
・
之
也
。
張
ク
ト
タ
ル
ヤ
カ
タ
ル
ヤ
敷
又
問
云
、
我
母
設
雖
二
去
給
ハ
為
・
我
留
形
-
見
ア
ル
。
為
・我
云
置
言
ア
ル
。
ノ
ヱ
ケ
ル
ヲ
ハ
コ
ノ
ヨ
リ
シ
テ
ヲ
ノ
シ
ナ
ム
ト
テ
家
人
即
扇
画
書
篋
底
取
出
、
此
君
母
ノ
御
形
見
、
我
子
長
生
可
・与
・之
、
ア
リ
シ
ケ
レ
ハ
ヲ
ハ
ノ
カ
ト
テ
リ
テ
レ
ナ
ル
ニ
遺
言
事
ヨ
ト
テ
申
、
張
敷
得
二此
扇
ハ
此
ナ
キ
我
母
扇
云
取
持
、
我
何
宿
報
ト
ナ
ム
ト
テ
ヲ
ヲ
テ
ノ
ヲ
コ
ソ
ヨ
テ
カ
無
・
母
身
成
、
毎
・
開
・
篋
見
二
此
扇
一
流
・
涙
也
。
常
悲
不
・
見
不
・
覚
母
事
思
遣
ラ
レ
候
ケ
レ
。
ノ
ミ
ハ
ノ
ニ
モ
タ
リ
ニ
シ
テ
レ
ニ
シ
テ
ル
ノ
ハ
シ
シ
テ
ヒ
ニ
シ
テ
今
悲
昔
張
敷
猶
勝
。
一
歳
別
三
才
別
幼
稚
悲
是
同
。
十
才
問
十
五
才
シ
ム
ノ
ハ
コ
ト
セ
ル
モ
ニ
ヲ
ヲ
ケ
レ
ハ
モ
悲
別
離
涙
無
・
替
㍉
為
・
我
遺
扇
ナ
シ
。
寄
・
何
思
二
昔
風
ハ
語
二
有
様
一無
二
家
人
↓
テ
カ
ニ
カ
ン
ノ
ヲ
モ
テ
ク
ヲ
ノ
ミ
ヤ
テ
カ
向
・
誰
聞
二
昔
御
言
芍
芳
顔
隔
無
・見
、
空
見
二青
塚
之
春
雨
コ
青
客
置
不
・聞
、
シ
メ
ム
ノ
ミ
ヤ
ニ
リ
ソ
ニ
タ
ル
ニ
ハ
タ
ル
モ
リ
タ
ル
モ
只
聞
二
白
楊
之
悲
風
の
人
皆
有
・
父
有
・母
、
我
身
独
何
共
闕
。
世
老
留
衰
ル
ク
リ
ケ
ル
テ
ヲ
テ
ニ
ヲ
テ
モ
テ
ニ
メ
ム
ト
ハ
ヲ
留
。
我
親
何
早
去
。
誇
歩
二
栄
路
一昌
開
二
幸
門
一付
、
悲
母
在
二
堂
上
一令
・
悦
・
目
バ
カ
カ
ル
ニ
ノ
ハ
ナ
リ
カ
ヲ
モ
ニ
ノ
ニ
思
食
、
争
許
栄
味
可
・深
。
然
一
門
繁
昌
只
遺
恩
之
粧
。
誰
見
今
悦
・心
、
実
怨
中
ル
ミ
ニ
ハ
ム
ニ
至
怨
。
悲
哉
、
失
・
悲
母
一
孤
子
之
思
、
非
・
仏
者
誰
哀
。
逝
二
冥
途
一亡
親
之
魂
、
ハ
ム
ニ
ヲ
シ
ト
ト
モ
非
・
経
者
争
訪
。
故
抽
二
一
句
信
心
之
誠
ハ
栄
二報
恩
謝
徳
之
大
善
の
同
追
善
云
、
カ
シ
カ
シ
聖
霊
何
許
納
受
、
冥
道
何
許
随
喜
御
ラ
ム
。
ニ
ノ
セ
ヲ
就
中
十
三
年
ナ
ン
ト
ハ
、
遥
遠
忌
、
ヲ
ホ
ロ
ケ
ニ
モ
人
不
・修
事
候
ソ
。
〔付
記
〕
資
料
の
閲
覧
及
び
翻
刻
を
お
許
し
下
さ
い
ま
し
た
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
に
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
(き
む
ら
あ
き
こ
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
修
士
課
程
)
(指
道
て
"
里
酬田
彰
甜教
授
)
二
〇
〇
三
年
十
月
十
五
日
受
理
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
二
号
(二
〇
〇
四
年
三
月
)
一
三
三
